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現行中学校学習指導要領では、「裁判」について、次のように触れている。公民的分野
の内容「（３）現代の民主政治とこれからの社会」「イ 民主政治と政治参加」の中で、「（中
略）さらに、法に基づく公正な裁判の保障があることについて理解させるとともに、・・」
と、記述されている。そして、この内容の取扱いに関しては、「（中略）、国民の権利・義務
を保障し社会の秩序を維持するための裁判の働きなどの基本的な理解にとどめ、国会、内
閣、裁判所の細かな組織や働きについて深入りしないこと」と、記述されている。 
 この学習指導要領をもとに、実際の教科書では、「裁判」に関して、どのように取り扱っ
ているのかを、次に述べたい。ここで使用する教科書は、東京書籍の「新しい社会 公民」
である。この教科書では、「裁判」について扱っているのは、４ページである（全２０７ペ
ージ）。その４ページの具体的な内容は、次の通りである。 
 
社会生活と法 社会生活と法の関係について説明している。 
司法権と裁判所 司法権という言葉の意味、裁判所の組織について、三審制につい
て説明している。 
司法権の独立 司法権の独立という原則についての説明 
民事裁判と刑事裁判 民事裁判と刑事裁判の違いと、それぞれの裁判の具体的な流れに
ついての説明 
裁判と人権保障 刑事事件における被告人の権利の保障についての説明 
裁判をめぐる問題 司法制度改革と法律扶助制度が裁判をめぐる課題として取り上
げられている。 
 
更に、この４ページの中に、補足説明として、次のような語句が取り上げられ、具体的
に説明されている。「再審制度」「検察審査会」「えん罪事件」の３つである。そして、発展
学習のような形で、次の２つの学習が提起されている。「死刑制度についての動向」「裁判
を実際に傍聴してみよう」の２つの学習である。 
 学習指導要領や教科書の記述から見てみると、現在の中学校社会科教育における裁判に
ついては、裁判のしくみについて、きわめて表面的な学習にとどまっているということが
言える。それは、必修教科の社会科の授業時間数から見ても、やむを得ないところかもし
れない。よって、「裁判」について更に深く学習しようとする試みは、必修教科の中ではな
く、選択授業の社会科の中で行われている事例は少なからずある。 
 では、選択社会科では、どのような実践がなされているのだろうか。選択教科であるの
で、基本的には週１時間で、半期では１５時間程度、通年でも３０時間程度である。この
中で、例えば実際の裁判を傍聴する学習や、模擬裁判の学習が行われる。しかしながら、
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裁判傍聴や模擬裁判の学習の前の事前学習にそれなりの時間を必要とする（必修教科の社
会科の学習を補足する事前学習が必要なのである）。よって、模擬裁判などの学習を行う事
例は、少なからず実際の現場ではあるのであるが、その事件や台本を生徒に創作させると
いう実践はきわめて珍しい。というよりは、なかなかそこまでの時間が確保するのが現実
問題としては厳しいのである。 
 
-16-
